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パーソルキャリア株式会社 
 

パーソルキャリアの全社横断デザイン統括組織ブランドサイト「NUTION（ニューション）」 

調査報告書「日本・台湾・韓国でデザイナーとしてどう生きるか、デザイナーとどう生きるか」を公開 

～デザイナーのキャリアオーナーシップ探索プロジェクト 第 6 弾～ 

 

パーソルキャリア株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：瀬野尾 裕、以下パーソルキャリア）の、全

社横断のデザイン統括組織が運営する、デザイン領域における取り組み事例や、「デザインの力」で挑み続ける当社デ

ザイナーのリアルな姿を紹介するブランドサイト「NUTION（ニューション）」では、デザイナーの活躍するフィール

ドを広げ、よりよいキャリア形成を後押しするため、「デザイナーのキャリアオーナーシップ探索プロジェクト」を開

始。 

その第6弾として、調査報告書「日本・台湾・韓国でデザイナーとしてどう生きるか、デザイナーとどう生きるか」

を公開しましたのでお知らせいたします。 

 

「デザイナーのキャリアオーナーシップ探索プロジェクト」第6弾 

調査報告書「日本・台湾・韓国でデザイナーとしてどう生きるか、デザイナーとどう生きるか」 

https://nution.persol-career.co.jp/stories/20231207/ 

 

「デザイナーのキャリアオーナーシップ探索プロジェクト」の背景 

ビジネスの世界で、デザインの必要性が話題に上るようになって久しいものの、いわゆる経営・テクノロジーの知

識・経験を持つ「高度デザイン人材」はまだまだ不足しています。また、企業のデザイン人材に求められる知識量や役

割の大きさに対して、キャリア形成の機会や活躍できるフィールドは少ない現状にあります。これらは、ロールモデ

ルの不在などが要因として考えられます。 

パーソルキャリアでは、「人々に『はたらく』を自分のものにする力を」をミッションに掲げ、「キャリアオーナーシ

ップを育む社会の創造」を目指しています。「キャリアオーナーシップ」とは、自身のキャリアに対し主体的に取り組

む意識と行動のことです。デザイン組織やデザイナーという職種も、その例にもれません。本プロジェクトでは、デザ

イナーのよりよいキャリアを後押しし、活躍するフィールドを広げることを目的に、調査報告書やツールの公開、さ

らにデザイナーのキャリアに関するイベントを実施していきます。 
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「デザイナーのキャリアオーナーシップ探索プロジェクト」第6弾 

調査報告書「日本・台湾・韓国で デザイナーとしてどう生きるか、デザイナーとどう生きるか」概要 

【本調査の目的】 

本調査は「今、活躍するデザイナーがどういったキャリアを思い描いているのか」を明らかにし、「グラフィックデ

ザインを武器に、自身の仕事のみならず、社会における役割をどのように拡張しているのか」を紐解いていくことを

目的としています。 

本調査報告書の前段となる調査報告書01、02では、「高度デザイン人材（デザイン・テクノロジー・経営のスキルや

知識を高レベルで持ち合わせている人材）」と呼ばれるデザイナーを対象とし、彼らが自らのキャリアオーナーシップ

を自覚し、発揮するまでの変遷を紐解きました。しかし、今回の調査ではより具体的で、専門的なデザインを生業とす

るグラフィックデザイナーを対象としました。その理由は以下3点です。 

1. 「高度デザイン人材」をデザイナー全員のゴールとして掲げるには、習得するスキルや知識、経験的なハードルが

高く、その道程が非常に長く困難なものになってしまっていること 

2. 「高度デザイン人材」が必ずしもすべてのデザイナーの生き方や、求めている姿ではないこと 

3.  1、2 にもかかわらず、社会的に「高度デザイン人材」的なデザイナーが求められていく中で、我々がそれに捉わ

れずデザイナーのリアルなキャリアのあり方を探索したかったこと 

 

また、本調査では、日本とデザイン環境が近く、情報も得られやすい海外地域として、台湾、韓国も対象としまし

た。海外の事例を調査することで、これまで知らなかった別の世界での「当たり前」を伝え、視野を広げるきっかけに

してもらいたいと考えています。 

 

【報告書概要】 

CHAPTER 1：Interview「デザインを武器にサバイブするデザイナーたち」 
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CHAPTER 1では、日本・台湾・韓国のアジア3地域で、グラフィックデザインを主軸としてキャリアを歩むデザイ

ナー6組のインタビューをまとめました。 

それぞれのデザイナーについて多面的に知ることができるよう、インタビューのハイライトとなるエピソードとと

もに、キャリア年表やこれまでに制作した作品も掲載しています。また、キャリアを「山を登ること」に例え、自分の

山の発見法と、その登り方を、イラストを用いて類型化。さらに、3地域のデザイン業界に詳しい有識者による「各地

域デザイナーを取り巻く環境」に関するコラムにより、インタビュー結果の背後にある各地域のデザイナーを取り巻

く社会構造についても思考を馳せることができる構成としました。 

●調査対象者（敬称略） 

―日本― 

加納 大輔 

Kanaisasaki：金井 あき、佐々木 拓 Art Director 

―台湾― 

黃顯勛（ホワン・シエンシュイン) 

O.OO Risograph & Design：盧 奕樺（ルー・イーファ)、劉 昱賢（リィゥ・ユーシィェン）  

―韓国― 

Paper Press 

PANGPANGPANG  

●コラム寄稿者（敬称略） 

―日本― 

見増 勇介（アートディレクター/グラフィックデザイナー） 

―台湾― 

近藤 弥生子（台湾在住編集・ライター） 

―韓国― 

後藤 哲也（近畿大学文芸学部准教授/大阪芸術大学デザイン学科客員教授） 

 

CHAPTER 2：Summary「地域にみる、デザイナーのキャリアオーナーシップに関する類似点・相違点とは?」 

CHAPTER 2では、6組のデザイナーから、自身のキャリアを支えるスキルをどのように身に着けたのか、また一緒

に仕事をするパートナーについてのインタビュー内容をまとめ、比較することで見えてきた、今の時代における3地域

のデザイナーのキャリアの類似点・相違点を紹介しています。 

 

CHAPTER 3：Research「日本・台湾・韓国のデザインを取り巻く環境」 

mailto:koho@persol.co.jp


 

 問い合わせ先  パーソルキャリア株式会社 広報部 

TEL：03-6757-4266 FAX：03-6385-6134 koho@persol.co.jp 

報告書の最後のパートとなるCHAPTER 3では、各インタビューで得られたエピソードの背景を掘り下げ、地域ごと

のデザインを取り巻く基礎情報を補足することを目的に、定量調査の結果をまとめました。3つの軸として「地域ごと

の行政の施策」「教育のあり方」「デザイナーたちの価値観」を比較することで、各地域が「デザインをどのような形で

評価しているのか」や、「デザインの活用をどのような形で促進しているのか」を紐解きます。 

 

「デザイナーのキャリアオーナーシップ探索プロジェクト」 第1弾～5弾はこちら 

▼第1弾 レポート「高度デザイン人材のキャリアオーナーシップの獲得要因」 

https://nution.persol-career.co.jp/stories/20221028/ 

▼第2弾 レポート「地域デザイン人材にみるキャリアオーナーシップを育む環境要因」 

https://nution.persol-career.co.jp/stories/20221028/ 

▼第3弾 デザイナー向けツール「点と点を結ぶための100のエピソードカード」 

https://nution.persol-career.co.jp/stories/20230419/ 

▼第4弾 デザイナー向けツール「DESIGNERS ARE DESIGNING」 

https://nution.persol-career.co.jp/stories/20230526/ 

▼第5弾 デザイナー向けツール「DESIGNERS ARE DESIGNING」活用事例 

https://nution.persol-career.co.jp/stories/20230615/ 

 

■ブランドサイト名「NUTION」について 

パーソル（PERSOL）とは、“人”の成長を通じて（PERSON）社会の課題を

“解決”する（SOLUTION）という意味の造語※です。この造語の由来からブラ

ンドサイト名は、「PERSON」の「N」と「SOLUTION」の「UTION」から、

「NUTION」と名付けました。 

※ https://www.persol-group.co.jp/corporate/vision/ 

 

■パーソルキャリア株式会社について＜ https://www.persol-career.co.jp/ ＞ 

パーソルキャリア株式会社は、－人々に「はたらく」を自分のものにする力を－をミッションとし、転職サービス

「doda」やハイクラス転職サービス「doda X」を通じて人材紹介、求人広告、新卒採用支援などを提供しています。

2022 年 5 月にはプロフェッショナル人材の総合活用支援ブランド「HiPro」を立ち上げ、副業・フリーランス領域に

も本格参入。グループの総力をあげて、これまで以上に個人の「はたらく」にフォーカスした社会価値の創出に努め、

社会課題に正面から向き合い、すべての「はたらく」が笑顔につながる社会の実現を目指します。 

当社のミッションについて：https://www.persol-career.co.jp/mission_value/detail/ 
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